
（ 1 ）

四中地区：人口 23,350 人　男 11,508 人　女 11,842 人　世帯数 10,224 世帯　Ｒ元 .9.1 現在

第30号

2019年10月15日発行　　発行者　四中地区市民委員会　文化広報部

チャレンジクラブ：国体炬火採火式（四中地区の火）と火おこし体験の様子（左上）

就
任
ご
挨
拶

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト

し
た
節
目
の
年
に
、
公
民
館
館
長
と
い
う

大
役
を
務
め
る
機
会
を
頂
い
た
事
は
、
本

当
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

報
道
等
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
令

和
と
は
日
本
の
最
も
古
い
和
歌
集
「
万
葉

集
」
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
人
々
が

美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
人
を
大
切
に

想
う
事
や
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の

よ
う
に
国
民
一
人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希

望
と
と
も
に
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

公
民
館
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
令
和
に

込
め
ら
れ
て
い
る
意
味
を
尊
重
し
、
笑
顔

と
挨
拶
、
楽
し
さ
を
大
切
に
し
、
地
域
の

皆
様
が
集
い
・
学
び
・
触
れ
合
う
拠
点
と

し
て
気
軽
に
来
館
さ
れ
る
場
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

館長
大　竹　弘　樹
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専門部役員・主事業紹介
福祉部

全体事業

環境部

文化広報部

スポーツ健康部

青少年育成部

部　長　為頭れい子
副部長　狩谷　一枝
　〃　　菱沼　喜夫

部　長　飯田美恵子
副部長　菊地　敏子

部　長　根本　信子
副部長　海老澤賢治
　〃　　野口　貴代

部　長　小柳　俊幸
副部長　樋口　洋一
　〃　　内藤　栄治

部　長　松尾　安子
副部長　佐野　正枝
　〃　　金子　愛子

【事業内容】

【事業内容】

【事業内容】 【事業内容】

【事業内容】

・飛羽ノ園納涼祭支援（8月）
・スポーツ健康部との
　　　　共催事業（9月）
・ふらっとHIWA（10月）
・健康料理教室（3月）

・公民館まつり
・四中地区歩く会（四中地区体協共催）

・親睦会（6月）
・福祉部との
　　　共催事業（9月）
・森林浴ハイキング（12月）

・公民館花壇花植え（5月）
・環境展の資料作成、移動研修
　　～青少年育成部と合同（9月）
・環境美化花いっぱい運動
　　　　　　　　（11月）
・出前講座（11月）

・広報紙「ふれあいひろば」
　年２回（10月・3月）発行
・ニューイヤーコンサート開催（1月）

・チャレンジクラブの協力
　　　　　　 （5月～2月）
・移動研修～
　　環境部と合同（9月）
・子ども図画・習字展の開催
　　　　　（10月～11月）
・あいさつ声掛け運動（7・11月）

安全部
部　長　藤田　　茂
副部長　飯田　勝彦
　〃　　中島　　昇
【事業内容】

・救命救急講習会（9月）
・各イベント車の誘導
・移動教室

1アロマで夏対策
夏本番前に、自分の好きな香りで、虫よ
けと日焼け止め作り。

2春の寄せ植え教室
春のお花で、１回目は寄せ植え、２回目は
皆さんと素敵に彩りました。

3基礎代謝アップ体操
基礎代謝アップして、楽しく体を動かし、
健康な体作りを。

4法制度からみた
　「終活～老いに向けての準備」
相続・遺言や後身など知るチャンス。

5やさしい中国語講座
初心者歓迎！みんなで中国語を学んで、
最終日には本場の餃子作り。

6色鉛筆の使い方講座
人気のぬり絵も、色鉛筆の使い方ひとつ
で楽しく学ぶ。

ステキな香りに包ま
れて…。

これで終活は万全。

本場の餃子は格別。

ぬり絵ってホントに楽しい。

庭先を華やかに♡

体を動かして健康
に！

前期公民館講座前期公民館講座前期公民館講座
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土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
主
催
の

令
和
元
年
度
「
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た

た
え
る
表
彰
」
の
授
与
式
が
、
８
月
20

日
、
土
浦
市
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
、
四

中
地
区
地
域
か
ら
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
個

人
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

【
個
人
の
部
】

●
田
口

　公
（
桜
ケ
丘
町
）

　

―

奉
仕
・
青
少
年
育
成
31
年
間―

子
ど
も
育
成
会
の
活
動
に
長
年
取
り
組

み
、
盆
踊
り
大
会
で
の
踊
り
指
導
を
実
施

す
る
な
ど
、
町
内
各
種
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
地

域
住
民
の
絆
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

●
佐
々

　末
吉
（
国
分
町
）

　

―

奉
仕
・
環
境
美
化
活
動
29
年―

長
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
の
各
種
行
事

に
率
先
し
て
参
加
協
力
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
公
民
館
や
児
童
公
園
な
ど
の
環

境
美
化
に
取
り
組
み
、
住
環
境
改
善
に
貢

献
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　た
た
え
る
表
彰

３
Ｂ
体
操
ク
ラ
ブ

代
表
　
長
谷
川
　
雅
子

頭
文
字
が
Ｂ
の
三
種
類
の
道
具
（
ボ
ー

ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
）
を
使
っ
て
体
操

を
す
る
の
で
、
３
Ｂ
体
操
と
言
う
名
前
が

つ
き
ま
し
た
。

音
楽
に
合
わ
せ
た
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ

で
、
道
具
を
使
う
事
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
な
動
き
が
で
き
ま
す
。
時
々
交
わ
す

会
話
も
楽
し
く
、
笑
顔
も
こ
ぼ
れ
ま
す
。

先
生
が
、
わ
か
り
や
す
く
、
動
き
の
説

明
を
し
て
く
だ
さ
り
な
が
ら
行
う
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
す
ぐ
動
け
ま
す
。

い
つ
で
も
、
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
と
若
さ
を
保
ち
た
い
方
は
、
是

非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

程
で
す
。
バ
ス
タ
オ
ル
、
室
内
靴
、
水
分

補
給
用
の
飲

み
物
を
ご
持

参
く
だ
さ

い
。

終
わ
る
と
、

体
が
軽
く
な

り
、
動
き
が

滑
ら
か
に
な

り
ま
す
。

土
浦
に
こ
に
こ
食
堂

に
こ
に
こ
食
堂
は
、
平
成
三
十
年
一
月

に
社
会
福
祉
協
議
会
が
始
め
た
コ
ー
プ
の

「
ほ
ぺ
た
ん
食
堂
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
主
体

と
な
り
、
今
年
の
四
月
か
ら
四
中
地
区
公

民
館
で
始
め
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
主
に
四
中
地
区
宅
配
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
さ
く
ら
会
」
等
に
参
加
し

て
も
ら
い
十
数
名
で
の
調
理
と
受
付
に
主

任
児
童
委
員
、
折
紙
の
講
師
の
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
十
六
〜
十
八
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
六
月
ま
で
の
三
ヶ
月
平
均
子
ど
も
二

十
六
名
、
大
人

三
十
四
名
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で

毎
回
約
八
十
食

と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は

子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
、
保
護

者
や
高
齢
者
に
も
来
て
い
た
だ
き
食
べ
な

が
ら
世
代
間
交
流
を
図
り
、
公
民
館
を
中

心
に
、
月
に
一
回
で
も
わ
い
わ
い
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
今
以
上
の
来
店
者
の
増
加
と
医
療

健
康
、
悩
み
等
の
相
談
に
も
対
応
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
【
こ
れ
か
ら
は
各
地
区
公
民
館
に
で

ブ
ラ
ク

ブ
ラ
ク

四
中
地
区
の
火

　
　
担
当
（
指
導
員
）
　
佐
野
　
隆
之

令
和
元
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

目
玉
は
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

「
鉄
道
博
物
館
で
最
新
の
鉄
道
技
術
に
体

験
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
と
第
３

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
「
国
体
拒
火
イ

ベ
ン
ト
（
マ
イ
ギ
リ
方
式
に
よ
る
火
お
こ

し
体
験
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
第
３
回
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
７
月
13
日
㈯
に
四
中
地
区

公
民
館
の
自
転
車
置
き
場
前
で
四
つ
の
班

に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。
マ
イ
ギ
リ

で
火
を
お
こ
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
火

が
つ
か
ず
40
分
く
ら
い
過
ぎ
て
や
っ
と
二

つ
の
班
が
成
功
し
ま
し
た
。
最
初
に
火
が

つ
い
た
の
は
１
班
、
次
に
４
班
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
と
き
も
「
う
わ
ー
す
ご
い
。
」

と
い
う
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。
火
を
ひ
と
つ
に
し
て
「
四
中
地

区
の
火
」
と
し
て
作
り
上
げ
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。
（
表
紙
の
写
真
）

今
年
度
も
青
少
年
育
成
部
の
皆
様
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

二
田
　
　
幸

き
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
高
知
県
や

埼
玉
県
で
も
始
ま
る
よ
う
で
す
。
各
小
学

校
地
区
に
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
と
考
え
ま

す
。
】

き
み

み
ゆ
き



（ 4 ）事務局　四中地区公民館内 環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

四
中
地
区
公
民
館
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
気
軽
に
集
い
、
学
べ
る
施
設
づ
く
り
、

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
福
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
べ
く
職

員
一
同
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
、
秋
に
公
民
館
ま
つ
り
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
沢
山
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

館
長
（
所
長
） 

大
竹
　
弘
樹

主
任 

藤
田
　
綾
子

指
導
員 

佐
野
　
隆
之

社
会
福
祉
協
議
会 

橋
本
　
奈
苗

窓
口
事
務 

里
村
　
厚
子

窓
口
事
務 

於
本
　
園
恵

事
務
局
よ
り

職
員
紹
介

千
鳥
ケ
丘
町
は
、
戸
数
六
十
軒
ほ
ど
の

小
さ
な
町
内
で
す
。
す
べ
て
の
家
を
見
て
歩

い
て
も
、
四
十
分
ほ
ど
で
廻
れ
ま
す
。
町
内

は
六
つ
の
班
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

高
齢
率
も
大
変
高
く
、一
人
暮
ら
し
の
家

庭
も
多
く
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
編
成
も

出
来
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
か
ら
、
防
犯
活

動
開
始
当
初
か
ら
、
各
班
の
班
長
二
軒
が

月
一
回
、
小
学
生
が
学
校
か
ら
帰
宅
し
て
来

る
午
後
三
時
頃
、
子
ど
も
達
へ
の
安
全
や
防

犯
の
呼
び
掛
け
と
共
に
、
防
犯
の
ぼ
り
の
不

具
合
の
点
検
、
空
き
家
の
異
常
確
認
、
木
の

枝
や
竹
の
道
路
へ
の
飛
び
出
し
な
ど
の
他
、

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
点
検
な
ど
環
境
面
の
点

検
な
ど
も
合
わ
せ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
な
っ
て
、
小
松
町
の
方
か
ら
防

犯
に
関
す
る
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
人
組
の
東
南
ア
ジ
ア
系
外
国

人
が
留
守
宅
を
探
し
て
写
真
を
撮
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
千
鳥
ケ
丘
町
は
、
数
年
前
か

ら
空
き
家
が
多
く
な
り
、
二
軒
の
家
に
他

人
が
一
時
期
住
み
着
い
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
空
家
の
数
は
徐
々
に
減
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
六
軒
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
達
で
注
意
し
な
が
ら
見
廻
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
防
犯
に
関
す
る
情
報
は
全

戸
の
周
知
に
努
力
し
ま
す
。

　千
鳥
ケ
丘
町
区
長
　
　山
野
　純
行

７
月
13
日
㈯
〜
14
日
㈰
の
二
日
間
、
天

川
町
の
一
大
行
事
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
夏
祭
り
が
多
く
の
町
民
の
参
加
と
一
致

団
結
に
よ
り
、
何
事
も
な
く
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

天
川
町
は

一
昨
年
50
周

年
事
業
を
実

施
し
、
夏
ま

つ
り
は
天
川

町
民
の
心
を

一
つ
に
す
る

大
事
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て

長
く
定
着
し

て
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
星
友

会
・
天
寿
会
・
ふ
れ
あ
い
円
ク
ラ
ブ
・
小

中
学
校
子
ど
も
育
成
会
・
社
会
学
級
・
天

川
ふ
れ
あ
い
広
場
・
民
生
児
童
委
員
・
町

内
会
役
員
の
方
々
、
お
よ
び
町
民
の
皆
様

の
支
援
・
協
力
が
あ
っ
て
の
賜
で
す
。

山
車
の
中
で
お
は
や
し
を
奏
で
る
子
ど

も
た
ち
、
町
民
が
一
つ
に
な
っ
て
山
車
を

曳
い
て
町
中
練
り
歩
き
、
そ
れ
を
軒
先
で

お
出
迎
え
す
る
町
民
。「
今
年
も
い
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
共
に
祈
っ
て
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
令
和
の
時

代
に
も
永
く
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　（
文
化
広
報
部
　
井
坂
正
典
）

盛
大
に
夏
祭
り
開
催（
天
川
町
）

一
番
小
さ
い
町
内
の
防
犯
活
動

今
年
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
２
０
１
９
（
９
月
28

日
〜
10
月
８
日
）
お
よ
び
い

き
い
き
ゆ
め
大
会
２
０
１
９

（
10
月
12
日
〜
14
日
）
が
、
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
土
浦
市
内
で
実

施
さ
れ
る
競
技
（
水
泳
（
水
球
）
、
相

撲
、
軟
式
野
球
）
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
年
始
め
に
市
内
の
小
中
学
生

が
、
地
元
茨
城
の
選
手
団
を
は
じ
め
全
国

各
地
か
ら
集
ま
る
ア
ス
リ
ー
ト
達
を
応
援

す
る
意
味
で
、
手
作
り
の
国
体
応
援
幟

（
の
ぼ
り
）
を
作
製
し
た
。

ま
ず
、
出
来
上
が
っ
た
四
中
地
区
内
の

小
中
学
生
の
手
作
り
応
援
幟
を
談
話
室
に

一
堂
に
集
め
、
３
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
お
披
露
目
展
示
が
行
わ
れ
、
各
学
校
の

力
作
幟
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
。

な
お
、
幟
は
、
市
内
の
競
技
会
場
に
掲

出
さ
れ
、
各

県
か
ら
の
ア

ス
リ
ー
ト
の

競
技
に
対
す

る
励
み
と
な

っ
た
よ
う

だ
。

小
中
学
生
が
手
作
り
の

　国
体
応
援
幟
を
作
製

わ
が
町
内

ま
ど
か

編 集 後 記
「ふれあいひろば」は、今回お陰
様で第30号の発行となりました。
長年の皆様のご理解とご協力に深
く感謝申し上げます。四中地区の
様々な活動や頑張りをお伝えする
ことによって、更なる地域のつな
がりが深まれば幸いでございます。
お忙しい中、執筆にご協力して

下さった方々に深く御礼申し上げ
ます。（稲辺）


